
 
 

 

梅津庸一「緑色の太陽とレンコン状の月」 

会期：2022年9月10日（土） - 10月8日（土） 

会場：タカ・イシイギャラリー（complex665） 

 

タカ・イシイギャラリーでは、9 月 10 日（土）から 10 月 8 日（土）まで、梅津庸一「緑色の太陽とレン

コン状の月」を開催いたします。梅津のタカ・イシイギャラリーでの初個展となる本展では、梅津が近年

新たに制作に打ち込んでいる陶作品を中心に、30 点以上の大小様々なドローイングと、大塚オーミ陶業株

式会社の協力のもと制作された陶板作品を展示いたします。 

 

「人は案外下らぬところで行き悩むものである。いわゆる日本画家は日本画という名に中てられて行き悩

んでいる。いわゆる西洋画家は油絵具を背負いこんで行き悩んでいる。」という書き出しから始まる高村光

太郎のエッセイ《緑色の太陽》は、僕が近年ずっと抱えていた問題意識と共振するような内容で驚いた。

100 年以上も前に書かれたこのテキストはたんに芸術論であるばかりか、現在わたしたちが直面している

コロナ禍、そして不安定な世界情勢の中でどう生きるべきかを示唆しているように思う。「人は、そして芸

術家は国家に規定されるのか？」という根本的な問いを造形言語のレベルから検討し可視化したい。 

梅津庸一 

 

梅津は、「美術とはなにか」、「人がものをつくるとはなにか」という根本的な問いについて、様々な角度か

ら思考、実践してきました。日本における美術の受容史を自らの身を以て体現した代表的な自画像シリー

ズや、パフォーマンスを記録した映像作品で知られてきましたが、自身が主宰するアートコレクティブ「パ

ープルーム」や、非営利のギャラリーの運営、展覧会のキュレーション、テキストの執筆、そして、一昨年

より新たに加わった陶作品の制作など、その活動領域は、近年より一層の多面性を見せています。2021 年

にワタリウム美術館にて開催された個展「ポリネーター」では、これまであまり知られていなかった梅津

の活動の全貌が明らかになりました。なかでも、140 点もの陶作品により構成された「黄昏の街」は、SF

的な想像力と、粘菌の増殖に見られるような秩序とが同居したメルクマール的作品と言えるでしょう。 

 

2021 年、梅津は、六古窯のひとつである信楽の製陶所を間借りして作陶を始めます。明治時代から日本を

下支えしてきた産業のひとつである「窯業」を起点に、現代アートにおける「ものづくり」について考察を

深めています。今年 7 月には、信楽の複数会場にて「一人芸術祭」の様相を呈した「窯業と芸術」展を企

画・開催し、作家による「やきもの」だけではなく、それを下支えするインフラにもスポットを当てまし

た。また、梅津は現代アートで近年注目の高まる陶芸を単なる「オーガニックなもの」や「手仕事への回

帰」としては捉えておらず、陶芸における柳宗悦や河井寛次郎らによる民藝運動と、それに付随する「オ

リエンタリズムの功罪」を積極的に見出すことで、一連の作品を編み上げているのです。 



 

梅津のドローイング作品は、ひとつの表現様式に一元化しない複雑さを有しています。ポエジーと物理法

則、私小説的な感受性、フォーマリズム絵画の原理が互いに作用しながら編まれる作品は、1 点 1 点が独

立した作品でありながらも、それぞれが有機的な結びつきをみせています。本展では、陶芸とドローイン

グ、窯業と芸術、モダニズムと図画工作の間を行ったり来たりしながら練り上げられた、およそ 100 点に

及ぶ作品群を展示いたします。決してひとつの結論に回収されることのない梅津の複合的なアプローチは、

その作品や活動の全体を介して私たちに「美術とはなにか」という疑問を投げかけているようです。梅津

の思考の基盤と、次なる展開をこの機会に是非ご高覧ください。 

 

梅津庸一は 1982 年山形県生まれ。相模原在住。東京造形大学絵画科卒業。絵画作品、ドローイング作品、

自身を題材とした映像作品、セラミック作品、陶板作品と多様なメディアを介して制作を行うほか、自身

が主宰する「パープルーム予備校」（2014 年～）および「パープルームギャラリー」の運営、美術手帖 特

集「絵画の見かた」（2020 年 12 月号）の監修、テキストの執筆など活動領域は多岐にわたる。主な個展に

「未遂の花粉」愛知県美術館（愛知、2017 年）。「ポリネーター」ワタリウム美術館（東京、2021 年）。 作

品集に『ラムからマトン』（アートダイバー、2015 年）。 

 

タカ・イシイギャラリー 展覧会担当：見目茜 プレス担当：山田果林（press@takaishiigallery.com） 

〒106-0032 東京都港区六本木 6-5-24 complex665 3F tel: +81 (0) 3 6434 7010 fax: +81 (0) 3 6434 7011 

e-mail: tig@takaishiigallery.com website: www.takaishiigallery.com  

営業時間：12:00-18:00 定休日：日・月・祝祭日 

 

 

梅津庸一 

「水玉劇場」2022 年 

セラミック 

26.5 x 32 x 23.2 cm 

© Yoichi Umetsu 

梅津庸一 

「溶解、振動、目撃者」2019-2022 年 

紙にインク、アクリル、水彩、油彩 

25.7 x 33 cm  
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